
新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

拡
かく

大
だい

防
ぼう

止
し

のために 

市
し

民
みん

総
そう

合
ごう

センター、公
こう

民
みん

館
かん

を利
り

用
よう

される皆
みな

さまへ 

３つの密
みつ

を避
さ

けましょう 

① 換
かん

気
き

の悪
わる

い密
みっ

閉
ぺい

空
くう

間
かん

 ②多
た

数
すう

が集
あつ

まる密集
みっしゅう

場
ば

所
しょ

 ③間
ま

近
ぢか

で会
かい

話
わ

が発
はっ

生
せい

する密
みっ

接
せつ

場
ば

面
めん

 

集団
しゅうだん

感
かん

染
せん

の発
はっ

生
せい

を避
さ

けるために気
き

をつけましょう ※裏
うら

面
めん

「新
あたら

しい生
せい

活
かつ

様
よう

式
しき

の実
じっ

践
せん

例
れい

」参照
さんしょう

 

① 市
し

民
みん

総
そう

合
ごう

センターに来
こ

られる前
まえ

に 

検
けん

温
おん

をしましょう。37.5度
ど

以上
いじょう

の発
はつ

熱
ねつ

（または、平
へい

熱
ねつ

より 1度
ど

以上
いじょう

高
たか

い場
ば

合
あい

）や風
か

邪
ぜ

の症状
しょうじょう

がある場
ば

合
あい

は、来
らい

館
かん

をご遠
えん

慮
りょ

ください。 

② 市
し

民
みん

総
そう

合
ごう

センターに入館
にゅうかん

したら 

・マスクを着用
ちゃくよう

してください。 

・こまめな手
て

洗
あら

いやアルコール消毒
しょうどく

液
えき

で手
て

指
ゆび

を消毒
しょうどく

してください。 

・人
ひと

との間
かん

隔
かく

は、できるだけ2メートル空
あ

け、ソーシャルディスタンスを確
かく

保
ほ

しましょう。 

・ロビーなどの共有
きょうゆう

スペースでは、長時間
ちょうじかん

の滞在
たいざい

を避
さ

けましょう。 

③ 各
かく

種
しゅ

受
うけ

付
つけ

、申
しん

請
せい

時
じ

のお願
ねが

い 

 受
うけ

付
つけ

や鍵
かぎ

の受
う

け渡
わた

し等
とう

は、総
そう

合
ごう

案
あん

内
ない

のカウンターで行
おこな

いますが、原則
げんそく

代表者
だいひょうしゃ

１名
めい

での対応
たいおう

をお願
ねが

いします。 

 各
かく

室
しつ

の使
し

用
よう

できる人
にん

数
ずう

を制限
せいげん

しています。下
か

記
き

の定
てい

員
いん

一
いち

覧
らん

をご確認
かくにん

のうえ、利
り

用
よう

人
にん

数
ずう

に応
おう

じた会場
かいじょう

の予
よ

約
やく

をお願
ねが

いします。 

また、陶
とう

芸
げい

窯
かま

は、必
ひつ

要
よう

最
さい

小
しょう

限
げん

の人
にん

数
ずう

での使
し

用
よう

とします。 

 定
てい

員
いん

一
いち

覧
らん

 

 活
かつ

動
どう

内容
ないよう

・会場
かいじょう

によっては、利
り

用
よう

制
せい

限
げん

があります。感
かん

染
せん

リスクを避
さ

け、感
かん

染
せん

拡
かく

大
だい

を防
ぼう

止
し

する

ため、ご理
り

解
かい

、ご協力
きょうりょく

をお願
ねが

いします。 

例
れい

) ・大
おお

きな声
こえ

を発
はっ

したり、動
うご

きの激
はげ

しい活
かつ

動
どう

は、定
てい

員
いん

以
い

下
か

での活
かつ

動
どう

をお願
ねが

いする場
ば

合
あい

が

あります。 

部
へ

屋
や

名
めい

 定員
ていいん

 部
へ

屋
や

名
めい

 定員
ていいん

 

会
かい

議
ぎ

室
しつ

１・２ ６人
にん

程
てい

度
ど

 展
てん

示
じ

ホール 34人
にん

程
てい

度
ど

 

会
かい

議
ぎ

室
しつ

３ ５人
にん

程
てい

度
ど

 音
おん

楽
がく

室
しつ

 20人
にん

程
てい

度
ど

 

会
かい

議
ぎ

室
しつ

４ ２５人
にん

程
てい

度
ど

 和
わ

室
しつ

 11人
にん

程
てい

度
ど

 

視
し

聴
ちょう

覚
かく

室
しつ

 ２0人
にん

程
てい

度
ど

 料
りょう

理
り

室
しつ

 14人
にん

程
てい

度
ど

 

相
そう

談
だん

室
しつ

 ５人
にん

程
てい

度
ど

 ギャラリー 

（ちびっこプレイルーム） 使
し

用
よう

不
ふ

可
か

 
実
じっ

習
しゅう

室
しつ

 １４人
にん

程
てい

度
ど

 



部
へ

屋
や

の使
し

用
よう

にあたって 

① マスクを着用
ちゃくよう

してください。 

② 会
かい

話
わ

をするときや席
せき

の配
はい

置
ち

は、真
ま

正
しょう

面
めん

を避
さ

けましょう。 

③ 扉
とびら

、窓
まど

（２方
ほう

向
こう

）を開
あ

け、部
へ

屋
や

の換
かん

気
き

をしましょう。（冷
れい

暖
だん

房
ぼう

使
し

用
よう

時
じ

も換
かん

気
き

してください。） 

音
おと

など近
きん

隣
りん

に迷
めい

惑
わく

を及
およ

ぼすなど常
じょう

時
じ

換
かん

気
き

が困
こん

難
なん

な活
かつ

動
どう

については、30分
ふん

に数
すう

分
ふん

間
かん

の換
かん

気
き

を行
おこな

いましょう。 

④ 人
ひと

との間
かん

隔
かく

は、できるだけ2メートル空
あ

け、接触
せっしょく

しないようにしましょう。 

⑤ こまめな手
て

洗
あら

いやアルコール消毒
しょうどく

液
えき

で手
て

指
ゆび

を消毒
しょうどく

しましょう 

⑥ 熱中症
ねっちゅうしょう

予
よ

防
ぼう

のため、こまめな水分
すいぶん

補給
ほきゅう

は必要
ひつよう

です。ポットの貸
か

し出
だ

しは中止
ちゅうし

しています。 

接触
せっしょく

感染
かんせん

を避
さ

けるため、飲
の

み物
もの

は各
かく

自
じ

で用
よう

意
い

しましょう。  

⑦ 他
た

者
しゃ

と共有
きょうゆう

する物
ぶっ

品
ぴん

やドアノブなど、手
て

が触
ふ

れる場
ば

面
めん

を最小限
さいしょうげん

にする工夫
くふう

をしましょう。鼻
はな

水
みず

や唾
だ

液
えき

などがついたゴミはビニール袋
ぶくろ

等
とう

に入
い

れて密封
みっぷう

し、各
かく

自
じ

でお持
も

ち帰
かえ

りください。 

⑧ 利
り

用
よう

者
しゃ

の氏
し

名
めい

、連
れん

絡
らく

先
さき

を把
は

握
あく

し、名
めい

簿
ぼ

を作
さく

成
せい

しておきましょう。 

新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

予
よ

防
ぼう

対
たい

策
さく

及
およ

び感
かん

染
せん

者
しゃ

や感
かん

染
せん

の疑
うたが

いのある人
ひと

が発
はっ

生
せい

した場
ば

合
あい

に、

速
すみ

やかな連携
れんけい

が図
はか

れるよう、所
しょ

轄
かつ

保
ほ

健
けん

所
しょ

等
とう

との連絡
れんらく

体制
たいせい

を整
ととの

えるためのものです。団
だん

体
たい

内
ない

で感
かん

染
せん

者
しゃ

や感
かん

染
せん

の疑
うたが

いのある人
ひと

が発
はっ

生
せい

した場
ば

合
あい

は、速
すみ

やな名簿
め い ぼ

の提出
ていしゅつ

をお願
ねが

いします。 

⑨ 活動中
かつどうちゅう

に体調
たいちょう

を崩
くず

された方
かた

がいる場
ば

合
あい

は、事
じ

務
む

所
しょ

までお知
し

らせください。 

国
くに

・府
ふ

の動
どう

向
こう

や施
し

設
せつ

内
ない

で感
かん

染
せん

者
しゃ

が発
はっ

生
せい

した場
ば

合
あい

は、休
きゅう

館
かん

することがあります。 

 

 


